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The human being utilizes various kinds of energies， i.e.， mechanical energy in Newton 
dynamics， electro-magnetic powers in Maxwell's formulae， and nuclear power. Now， it
should be remarked that the human being is not yet control well any nuclear energy. 
for improving our li島.Here， the author would introduce a brief note about fossil 
resources for our energy requirement in the Antarctic Sea as a part of the ocean waters 
covering about 70% of the earth. 
The author should wish to find an effective international steering for“the Antarctic 
Agreement" under the United Nations， for example， tobe introduced for us， and， for the 
human being. 
Director， Retired 
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2000年、 2002年、 2004年 2006年と時間の経過によって、同じ地層の部分でも、貯留量
の増加が、モニターによって確認され、その記録は、保存されている。この手法の導入後
10年で、およそ 1000万トンが貯留されていることが確認されている。
このような処理は、地球オン高対策のひとつとして、 IPCC、すなはち、気候変動に関す
る政府パネルによって定められた規則にしたがっているものである。
北極圏にある HammlfertのLNGプラントにおいても、同様な方法による、二酸化炭素
の地中貯留処理がはじめられている。
これには、二酸化排出権の取引などの問題も考慮されている。
Norwayでは、このようにして地中に注入した二酸化炭素を利用して、石油が容易に採掘
できるような手法を導入できるものと考えている。つまり、地中に、二酸化炭素を封じ込
めて、そのかわりに、これまでに利用することのできなかった石油を地表上に導出するこ
とは、大変、好都合である。この手法は、すでに、実用化されている、現実に、利用でき
る手法として考えてよい。すなはち、その好例が、これまでに、実用例は、 Norwayにおい
ては、常識のようになっている。
(7.5) 石油生産量の落ちた油田の再利用
上述の手法は、これまでに、 Norwayでは、石油生産量の低下した油田に適用して、多くの
成功例を築いてきている。このような側面をみると、採算性の良くない油田の再生事業も、
今後、ひろく普及することになって、気候温緩化への対策への、事業の関与も、より積極
的になるということも考えられる。
温暖化対策と石油増産とを同時に考えようとする石油産業は、このような方式の導入を、
さらに推進することとしづ方向に、後押しをしようとしているようにみえる。
しかし、一部の学者は、このような傾向には、温暖化の状態を、さらに、悪化させて、
取り返しのつかない状態陥るということに関与した要因が、多すぎるという反対意見を、
表明しているものもいる。
世界自然保護基金の関連者は、今後、このような石油資源の利用を、積極的に、提言さ
せるように努力することが必要であると主張している。北極圏は、現在、これまで、なく、
多くの二酸化炭素を排出している状態にある。
人類は、二酸化炭素の排出に、反対をする必要がある。
二酸化炭素の排出量の定期的な観測を始めて以来、 NorwayのArkerStord造船所では、
新しい掘削リングとして、 Drilling-ALFAの運用をはじめている。前兆 120mというリング
を使って、海底下1万メートルの掘削も可能であると称している。この掘削リングの名は、
完成後には、正式に、決定される予定となっているo ArcarkBanner社の関係者によれば、
その正式名は、“Spitzbergen"ということになると説明している。
北緯 78度という、北極圏に、きわめて近い位置にある Spitzbergen諸島の存在意義は、
大きく、それくらいに高く評価されてもよいと考えている。
新型の掘削リングには、この諸島の名が、付けられることになっているo
現在、シロクマの生息地で、あるという意味から、 Norwayでは、これ以上の掘削を禁止し
ているのが、実情である。しかし、石油・天然ガス運用当局では、石油などのエネルギー源
としても有望なことを認識している状態にある。
北極圏のシ口クマのいる Spitzbergenに、新しい石油掘削リングつを作ろうとするとこ
ろに、石油企業の強い熱意があらわれていると言えるであろう。
(7.6) 北極海の油田開発と日本の事情
北極海を、さらに、北上を続ける石油事業の考えている方向は、極東の地にある日本と
無関係ではないのである。
たとえば、東京ガスにおいては、神奈川県の扇島工場では、首都圏に暮らす 1千万所帯
の生活を支える都市ガスを供給する役割を担っている。 2008年3月には、 Norwayが北極
海で採取した天然ガスを積んだタンカーが、この神奈川県に到着した。
日本では、北極海の天然ガスを輸入するのは、これが、はじめてである。海の下で、眠っ
ていた資源が、すでに、生活を支え始めているのである。
あたらしい地下資源供給源となったSpitzbergen諸島から、 2007年夏には、すでに、氷
は消滅してしまった。採掘には、絶好に条件が揃ってきている。そこには、氷が無くなっ
たために、食糧の捕獲もできなくなってしまって、餓死したシロクマが、わずかにのこっ
ていただ、けであったのである。
8)地球規模の自然の将来
このまま、温暖化がすすむと、地下資源の利用が加速要因となって、生態系が崩れてし
まう。さらに、このために、地球の気候システムも大きく変化したしまうことになること
は、十分に、予想されるのである。
このように、地下資源を、これまで、以上に、人類が利用しようとすることは、これから
の、地球の環境を大きく変えてしまうことを意味していると言ってよいだろう。
さらに、この環境変化に連動して、二酸化炭素の問題のほかに、海洋における流動状況
も大きく変動することになり、極軌道をもった海流の消長に影響してくることになり、太
平洋から北極海への海水の流入が顕著となる可能性は、大気の作用としての海上風の影響
をはるかに超える状況にある。このような状態が持続すれば、経線に沿った極軌道の海流
が卓越することになる。
このようになると、現在のような、北半球では、北太平洋の海洋表層の風成還流も変性
し、北米大陸の大西洋岸の湾流の存在も考えにくい状態となることが予想される。
また、南半球においても、 Australia東岸のオーストラリア東海流は、黒潮や湾流と全く
異なったpat伶なってしまうことになることも予想できるであろぅ。
もしも、このようなことになれば、現在の陸地のまわりの海岸線の形状の変化が顕著と
なって、大地の大変動につながることも不思議で、はない。
人類が、化石燃料を積極的に利用すると、気候変動が加速される可能性は高くなってく
るものと推測される。
9)おわりに
以上、北極海における地下資源の利用と気候変動との関連などを述べるにあたって、最近
の研究の成果を参考にして、将来予測の問題と関連させて、検討した結果を述べた。
本文においては、一部において、未確認情報もある。ただし、本文の趣旨を考慮して、
記述した部分もある点には留意をいただきたいと思っている。
現在、ヒマラヤでは、AnnapurnaとManasuluという京都大学学士山岳会の登頂の目標
とした高峰についてみれば、頂上の標高は、 1980年には、地図上で、 8071mと8156mと
されていたものが、 2012年現在では、 8091mと8163mとなっており、それぞれ、標高の
上昇高は20mと7mである。それらの標高について、上昇の傾向が、現在も、なお、継続
しているものと認められる情報もあるので、地殻変動、火山活動および地震断層形成過程
に、従来と異なることがあったとしても、これを、積極的に否定する理由は、惑星のーっ
としての地球には、見つからないものと考えている。
